
この情報誌は、“さくらんぼ”のカタチに重ね、女性と男性が一緒に

並んで“実”となり、その“実”が繋がると“房 (男女共同参画社会)”

になるように育っていってほしいという願いから名づけられました。 

本情報誌では、恵庭市の男女共同参画の取組をご紹介いたします。

恵庭市男女共同参画情報誌 2022 Vol.25

恵庭市では、市内女性団体「女性ネットワークえにわ」と共同で啓

発パンフレット「デートDVってなんだろう？」を作成しました。 

パンフレットでは、交際相手との間で起こる「デートDV」につい

て知ってもらい、知らない間に自分自身や友人等がDVの被害者・加

害者になっていないか確認することで、交際相手との関係を見直す内

容となっています。 

パンフレットには、どのようなこ

とがデートDVに該当するかチェッ

クリストで分かりやすく示していま

す。 

市役所総務課窓口のほか、庁舎内・

市民会館のトイレ、えにあす等へ

設置していますので、お立ち寄りの

際は是非ご一読してください。 



市内各中学校より令和３年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ

を募集し、これからの時代を創り上げていくみなさんから、感性豊かな

作品が届きましたのでご紹介します。 

応募作品は内閣府へ応募するとともに、恵庭市男女共同参画事業の 

ポスターにも掲載しています。 

●補い合おう互いの仕事と家庭 

●男性と女性 共に築く 新しい社会 

●壊そう固定概念 創ろう新しい社会 

●Paradise Has NO GENDER 

●‟学びたい‟は 幸せの しるし 

●井戸端会議はもう古い。みんなで話し合おうじゃないか。 

―恵庭中学校―

●壊すべきは性別の壁、守るべきはあなたの意見 

●経験、学び、それが自分の生き方を見つける道 

●「学び」から始まる 色とりどりの社会

―恵北中学校―



コロナ禍における地域子育てや育休の取得等の男女

共同参画に関する取組を掲載しています。今回は、協

議会の会員で平成２８年に恵庭市子育て応援企業に表

彰された企業３社の取組を掲載しています。恵庭市も

会員として企業の取組を引き続き応援していきます。

●重い物 運ぶ 手伝い なぜ男子 

●男子、女子、上ぐつの色を区別する必要あるのかな 

●委員会、男女１名ずつって何でだろう 

―恵明中学校―

●男だから、女だから、だから何？ 

●男だから、女だからではなく、個性を認め合う時代へ 

●決めつけで 閉ざすな私の 可能性 

―柏陽中学校―

恵庭市も会員である恵庭市男女共同参画協議会では、新たに男女

共同参画情報誌「Ｄｉｖｅｒｓｅ」を発行しました。 

●誰かの言葉に左右されない。私が私らしくいるために。 

●知る・学ぶ・考える 性別なんかに壊させない。 

●美しく描く 男女の輪  

―恵み野中学校―



恵庭市では男女共同参画の推進に係る啓発活動を行っています。 

①パネル展の実施 

国が定める「男女共同参画週間」、「女性

に対する暴力をなくす運動」の期間、 

男女共同参画社会の実現に向けた機運

の醸成を図るため、恵庭駅西口の空中 

歩廊にてパネル展を実施しています。 

②ラジオによる情報発信

男女共同参画推進の一環として、昨年

９月から奇数月第１週の金曜日に地域

FM放送「FM e-niwa」の「らじあす」

にて、男女共同参画に関する情報を 

発信しています。 
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緊急時は 110 番へ!!
《女性対象の相談窓口》 

恵庭市子ども家庭課 ☎33-3131内線1231 

毎週月～金曜日 8:45～17:15 祝日･年末年始除く 

北海道立女性相談援助センター  

☎(011)666-9955

毎週月～金曜日 9:00～17:00、17:30～20:00 

土･日曜日･祝日 9:00～18:00  年末年始除く 

女性の人権ホットライン ☎0570-070-810 

毎週月～金曜日 8:30～17:15 祝日･年末年始除く 

みんなの人権 110 番   

☎0570-003-110

毎週月～金曜日 8:30～17:15 

 祝日･年末年始除く 

＜緊急の場合＞ 

千歳警察所 ☎(0123)42-0110 

北海道警察本部相談センター 
☎011-241-9110
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男女共同参画に関する情報や 
事業について、最新情報を配信 
しています！ 

（写真は「女性ネットワークえにわ」の皆さん） 

男女共同参画週間（6/23～6/29）

女性に対する暴力をなくす運動 

（11/12～11/25） 

▲
 


